
 
 
 
 
平成26年度在宅医療従事者能力向上研修 
       平成26年7月26日（土） 豊川市勤労福祉会館 
 
 
 
 
 

連携拠点事業での体験 
～自分たちが担った役割や困難の解決方法～ 

名古屋市南区医師会 
     

            医療法人笠寺病院 事務長 鈴木学 

    (一財)名古屋市療養サービス事業団 

    名古屋市南区訪問看護ステーション 

    名古屋市南区ケアマネージメントセンター 

                 統括所長 中村美喜    
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名古屋市南区在宅医療推進調整会議 
 

① 名古屋市南区長  
② 名古屋市南保健所長  
③ 名古屋市南区社会福祉協議会会長 
④ 名古屋市南区医師会長 
⑤ 名古屋市南区歯科医師会会長   
⑥ 愛知県南区薬剤師会会長 
⑦ 医療法人笠寺病院理事長院長 
 

下部組織としての実務者会議 
⑧ 名古屋市南区役所福祉課長 

⑨ 名古屋市南保健所保健予防課主査（保健看護） 
⑩ 名古屋市南区社会福祉協議会事務局長 

⑪ 南区介護事業所連絡会会長 
⑫ 南区北部いきいき支援センター（地域包括支援センター）センター長 
⑬ 名古屋市南区訪問看護ステーション統括所長 
⑭ 医療法人笠寺病院事務長 
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名古屋市南区の概要 
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人口：139,226人/全市2,254,352人 
65歳以上：37,663人（第5位）/ 515,040人 
高齢化率：27.1％（第1位）/22.8％ 
         （平成26年1月1日現在） 

名古屋市16区 

Mioo（ミオー） 



南区内訪問看護事業所（14事業所） 
の所在地 
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   医療法人 
   財団法人 
   営利法人 
   生協 
 

南区役所 

笠寺病院 

法人種別 



南区へ転勤して困ったこと、課題 

• 地域のことが全くわからない。 

  病院、診療所、介護サービス事業所・・・ 

• 事業所が南区役所建物内にあっても、介護保険 

 窓口担当者としか話す機会がない。 

• 区医師会との連携の場がない。 

• 他の訪問看護事業所のことがわからない。 

• 各病院の連携会議や勉強会に出席する機会はあ
るが、区全体の取り組みはない。 

                  など 
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多職種連携の前に同職種連携！ 

・数か所の訪問看
護ステーションと
の自主勉強会 

・各病院との連携 
病院企画の勉強会や
連携会議への参加等 

第1回在宅医療
連携勉強会 

（医師会と訪問看
護事業所） 

訪問看護事所の 

組織化 

ネットワーク構築 
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南区在宅医療
連携拠点事業 



第１回南区在宅医療連携勉強会の開催 

         今年度中に前から言われて 

                いた勉強会をやろう！！  

       

      今年度中って、あと1か月 

       ちょっとしかないけど・・・   
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南区医師会長 

日 時：平成26年3月24日（月）14時～15時 
場 所：南区休日急病診療所会議室 
参加者：38名 
     医療機関（病院・診療所）16機関（25名） 
       訪問看護事業所     8事業所（12名）  



第1回名古屋市南区在宅医療推進 
実務者会議への参加 
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 社協の局長から
話を聞いていたけ
ど、今の正式な依
頼？？？    

 事業所のメールアドレスを
教えてほしいのだけど・・ 
アンケート結果を送るので、
その結果を自己分析して、実
務者会議に参加して下さい。          

日時：平成26年５月30日（月）14時～ 
場所：南区役所会議室           

Ｄｒより『在宅医療連携に訪問看護は重要！医師会のように職
種の組織化が必要！ミニ強化型のような形をできないか。』      

笠寺病院事務長 



第1回南区訪問看護事業所連絡会 
         （連携会議） 
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とにかくやるしかない。
全事業所にきてほしい
けど、みんな集まって
くれるかな？ 
  

県の研修会で体験
談を話す依頼がき
たので、訪問看護
のことで話してほ
しい。最初の3分
は話すから・・・ 

まだ、企画もして
いないし・・・ 
体験談って話せる
わけないじゃん。 
 
  

日 時：平成26年７月15日（火）18時30分～20時 
場 所：笠寺病院会議室 
参加者：12事業所/19名  

笠寺病院事務長 



ネットワーク構築に向けた成功のかぎ 

• 無茶ブリされた時がチャンス。まずやってみる。 

• 事業所スタッフの協力が絶対重要。 

• 強力な協力者を探して、お願いする。 

• 一度始めたら、良かった点、悪かった点を評価し、
次にステップアップさせる。 

• 参加者全員で構築していく気持ち。 

• 多職種連携を面倒だと思わず、とにかく楽しむ。 

• 地域の動向を知り、勉強会など分担して顔を出す。 
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今後に向けて 

• 訪問看護事業所のネットワーク構築、連携強化 
  意義のある定例会（課題抽出と解決に向けた） 

  事業所間の協力（人手不足時、不得意分野等） 

  経験年数の少ない管理者への支援  

  他の職種（医師会等）に対する要望や提言 

• 在宅医療連携勉強会の充実 

• 在宅医療連携推進拠点事業から実務レベルによる
多職種連携強化 
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・南区の在宅医療の発展 
・在宅療養者が安心できる地域へ 



 

ご静聴ありがとうございました。 
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